
多文化社会における外国人患者支援と
ＭＳＷの役割

講 師

港町診療所（神奈川県横浜市）
所長 沢田貴志 先生

◆日 時 2025 年6 月28 日（土）

◆14 時30 分～ 16 時00 分（受付 14 時00 分～）

◆ 場 所 電気ビル共創館カンファレンスＢ

（福岡市中央区渡辺通2 丁目1 番82 号 3 階）

◆参加費：会員 無料、非会員 2,000 円、学生 500 円

◆定 員：100 名 集合研修 個別のオンライン視聴及びアーカイブなし

※先着順とし、定員を超えた場合のみご連絡します。

◆申し込みは右記QRまたはURLより

6/25締切

（お問い合わせ）
一般社団法人 福岡県医療ソーシャルワーカー協会 事務局

（広瀬病院 地域医療連携室内 担当：梶平）
FAX：０９２－７３８－２６３１／Mail： soumu@msw-fukuoka.jp

https://forms.gle/h3kDdVfhZ8xmLDSz5

―講師のご紹介―

1960 年東京都出身。1986 年千葉大学医学部卒業。

東京厚生年金病院（現東京新宿メディカルセンター）で総合内科専門
医を取得後、 1991 年より港町診療所に勤務し、多数の外国人の診
療を担当。

神奈川・東京などのソーシャルワーカーとも連携し日本の外国人医
療の課題と その改善策の提言を積極的に行ってきた。

NPO の無料健康相談会や自治体と連携した医療通訳制度の構築など
にも関わっている。 東京大学大学院など３大学で非常勤講師。

引用：港町診療所HP

2025 年度
一般社団法人 福岡県医療ソーシャルワーカー協会

定例研修会

外国籍の患者さんへの対応について「このままでいいのかな？」
を解決するための、基礎からわかりやすい講演です。非会員の方、
学生さんもぜひご参加ください

＊講師はオンライン参加です

https://forms.gle/h3kDdVfhZ8xmLDSz5
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